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地域組織の確立で

mail jam-senior@jam-union.jp会員間の絆の促進を

早
い
も
の
で
、
定
年
か
ら
17

年
の
歳
月
で
す
。
振
り
返
っ
て

み
ま
す
と
18
歳
で
社
会
人
と
な

り
、
転
職
せ
ず
42
年
勤
務
の
う

ち
30
年
は
組
合
活
動
で
す
。
職

場
代
表
５
年
後
に
専
従
と
な
り

定
年
を
迎
え
ま
し
た
。

定
年
後
は
、
地
域
活
動
の
自

治
会
役
員
や
組
合
活
動
の
延
長

線
上
か
ら
労
福
協
の
労
働
相
談

員
10
年
勤
務
、
関
東
８
県
の
労

金
友
の
会
役
員
、
そ
れ
と
コ
マ

ツ
Ｏ
Ｂ
会
役
員
で
工
場
に
１
回

勤

務

し

て

い

ま

す
。昨

今

の
労
働
運
動
が
時
代
の
変
革
か

ら
、
20
年
前
と
大
き
く
変
わ
っ

て
い
ま
す
。
私
の
時
は
、
４
月

に
毎
月
賃
金
、
７
月
と
11
月
に

一
時
金
そ
れ
と
隔
年
に
労
働
諸

条
件
交
渉
で
す
。

労
使
交
渉
は
深
夜
の
連
続
で

し
た
。
交
渉
報
告
は
、
始
業
１

時
間
前
に
門
前
に
立
ち
「
速
報

朝
ビ
ラ
配
り
」
や
「
昼
休
み
に

職
場
報
告
」
で
す
。

現
在
は
３
月
の
賃
金
交
渉
と

２
年
に
１
回
の
労
働
諸
条
件
の

交
渉
で
一
時
金
の
業
績
連
動
方

式
の
算
式
確
認
で
す
。
組
合
は

福
利
厚
生
活
動
や
安
全
活
動
に

生
産
性
向
上
運
動
に
力
点
が
置

か
れ
て
い
ま
す
。
組
合
員
へ
の

報
告
も
朝
ビ
ラ
配
布
か
ら
パ
ソ

コ
ン
の
利
用(
現
場
は
昼
ビ
ラ)

に
変
化
し
て
い
ま
す
。

政
治
活
動
も
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
市
会
議
員
の
選
挙

活
動
か
ら
国
会
議
員
選
挙
活
動

ま
で
、
事
前
活
動
の
後
援
会
入

会
活
動
の
実
態
は
大
き
く
変
わ
っ

て
い
ま
す
。
50
歳
以
降
の
方
は

理
解
し
て
後
援
会
に
入
会
し
ま

す
が
40
歳
以
下
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

か
ら
加
入
拒
否
や
入
会
し
て
も

「
電
話
お
よ
び
訪
問
禁
止
」
な

ど
、
昔
の
政
治
活
動
は
出
来
な

く
な
り
ま
し
た
。
昨
今
の
組
合

も
変
化
し
て
お
り
、
現
役
の
組

合
員
の
苦
労
を
察
し
て
い
ま
す
。

最
近
の
話
題
は
「
人
集
め
」

私
が
関
わ
っ
て
い
る
組
織
は
、

軒
並
み
苦
労
し
て
い
ま
す
。
退

職
者
の
集
ま
り
で
あ
る
連
合
退

職
者
組
織
や
８
都
県
の
労
金
友

の
会
、
地
域
の
老
人
会
も
し
か

り
で
す
。
時
代
に
沿
っ
た
活
動

を
構
築
し
て
改
革
を
す
す
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

喜
寿
を
迎
え
て
「
時
代

に
即
応
し
た
活
動
を
」

５
月
９
日(

火)

Ｊ
Ａ
Ｍ
本
部

会
議
室
に
お
い
て
第
３
回
三
役

会
議
を
開
催
、
三
役
全
員
が
出

席
。
冒
頭
大
山
会
長
よ
り
「
コ

ロ
ナ
が
５
類
に
移
行
し
た
が
、

高
齢
者
の
活
動
に
と
っ
て
厳
し

い
状
況
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
。
状
況
に
応
じ
臨
機
応
変

に
活
動
を
展
開
し
て
い
こ
う
」

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
２
０
２
４
年
度

活
動
方
針
に
つ
い
て
論
議
、
第

２
回
幹
事
会
に
提
案
す
る
「
素

案
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。
ま
た
、

定
期
総
会
の
運
営
に
関
し
て
、
規

約
の
改
定
と
、
「
総
会
議
事
規
定
」
、

「
書
面
議
決
に
よ
る
総
会
規
定
」

の
二
つ
の
規
定
の
新
設
に
つ
い
て

論
議
し
ま
し
た
。
規
約
の
改
定
は

定
期
総
会
、
規
定
の
新
設
は
第
２

回
幹
事
会
で
そ
れ
ぞ
れ
正
式
に
決

定
さ
れ
ま
す
。

第
３
回
三
役
会
議
に
引
き
続
き
、

Ｊ
Ａ
Ｍ
現
役
・
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
に

よ
る
第
２
回
連
携
強
化
懇
談
会
を

開
催
。
現
役
か
ら
は
安
河
内
会
長
、

川
野
副
書
記
長
、
椎
木
副
書
記
長
、

シ
ニ
ア
か
ら
は
大
山
会
長
を
は
じ

め
三
役
全
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

冒
頭
安
河
内
会
長
か
ら
、
「
３

０
０
人
未
満
の
組
合
で
平
均
５
０

１
２
円
の
ベ
ア
を
獲
得
し
た
。
物

価
高
と
危
機
的
な
人
手
不
足
と
い

う
状
況
下
で
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
結
成
以
来

の
賃
上
げ
額
と
な
っ
た
。
物
わ
か

り
の
悪
い
春
闘
に
し
よ
う
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
中
小
の
現
場

で
組
合
が
粘
り
強
く
交
渉
し
た

結
果
で
あ
る
」
と
の
２
０
２
３

春
闘
結
果
に
つ
い
て
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
２
５
年
の
参
議

院
議
員
比
例
代
表
選
挙
に
Ｊ
Ａ
Ｍ

か
ら
組
織
内
候
補
を
擁
立
し
て
闘

う
こ
と
を
５
月
25
日
の
中
央
委
員

会
で
決
定
す
る
の
で
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
の

要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
側
を
代
表
し
て
大
山
会

長
か
ら
は
「
物
価
高
が
高
齢
者
の

生
活
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
。

現
役
は
賃
上
げ
で
対
応
し
て
い
る
。

高
齢
者
と
し
て
は
下
が
り
続
け
る

年
金
や
、
社
会
保
険
の
負
担
増
に

歯
止
め
を
か
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
年
収
１
０
０
万
円
台

後
半
で
高
齢
者
の
暮
ら
し
が
何
と

か
な
る
と
か
、
高
齢
者
は
ゆ
と
り

が
あ
る
と
か
い
う
高
齢
者
バ
ッ
シ

ン
グ
の
よ
う
な
話
が
横
行
し
て
る

の
は
問
題
で
あ
る
」
と
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
現
役
側
か
ら
「
確
か

に
Ｊ
Ａ
Ｍ
結
成
以
来
の
最
高
獲
得

額
の
賃
上
げ
と
な
っ
た
が
、
物
価

上
昇
を
上
回
る
賃
上
げ
に
は
な
っ

て
い
な
い
。
と
く
に
中
小
は
原
材

料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
を

価
格
に
転
嫁
で
き
な
い
た
め
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
現
場
で

の
経
営
側
へ
の
要
請
と
と
も
に
価

格
転
嫁
待
っ
た
な
し
を
社
会
的
運

動
と
し
て
展
開
し
て
い
る
」
と
の

政
策
制
度
の
取
り
組
み
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
側
か
ら
は
、
７
年
連
続

で
会
員
が
減
少
、
次
年
度
は
７
０

０
０
人
を
割
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
厳
し
い
組
織
状
況
に
つ
い
て

の
報
告
を
し
、
シ
ニ
ア
組
織
の
拡

大
・
強
化
に
向
け
て
現
役
に
対
し

格
段
の
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

主 張

栃
木
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

会
長

高
橋
幹
夫

三
役
会
議
・
連
携
強
化
懇
談
会
を
開
催

第
２
回
連
携
強
化
懇
談
会
を

開
催

三
役
会
議
で
は
、
「
総
会
議
事
規
定
」
に
関
す
る
論
議
を
し
、

連
携
強
化
懇
談
会
で
は
、
現
役
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｍ
結
成
以
来
の
最
高

獲
得
額
の
賃
上
げ
の
報
告
。
シ
ニ
ア
か
ら
７
年
連
続
で
会
員
が

減
少
で
厳
し
い
組
織
状
況
を
報
告
し
、
シ
ニ
ア
組
織
の
拡
大
・

強
化
に
向
け
て
現
役
に
対
し
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

第
３
回
三
役
会
議
を
開
催
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大
正
９
年(

１
９
２
０)

に
始

ま
っ
た
日
本
の
メ
ー
デ
ー
は
今

年
で
94
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
２
０
２
０
年
以
降

は
オ
ン
ラ
イ
ナ
や
少
人
数
で
の

開
催
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、

人
数
制
限
の
な
い
大
規
模
メ
ー

デ
ー
は
４
年
ぶ
り
で
す
。

中
央
メ
ー
デ
ー
は
４
月
29
日

「
支
え
合
あ
い
・
助
け
合
う
社

会
を
つ
く
り
、
く
ら
し
を
ま
も

る
！
笑
顔
あ
ふ
れ
る
未
来
を
め

ざ
し
力
を
合
わ
せ
、
と
も
に
進

も
う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
東

京
・
代
々
木
公
園
に
お
い
て
２

８
０
０
０
人
の
労
働
者
を
結
集

し
て
開
催
さ
れ
、
芳
野
友
子
連

合
会
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
に
代
わ

り
生
活
を
苦
し
め
て
い
る
の
は

高
い
物
価
だ
」
と
訴
え
、
「
中

小
企
業
の
賃
上
げ
が
必
要
だ
」

と
強
調
。
そ
の
た
め
に
「
適
正

な
価
格
で
の
企
業
間
取
引
が
不

可
欠
だ
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
か
ら
は

大
山
会
長
を
は
じ
め
11
名
が
参

加
、
退
職
者
連
合
全
体
で
は
４

５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
埼
玉
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

は
３
年
ぶ
り
に
屋
外
交
流
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
場
所
は
北
区

王
子
に
あ
る
飛
鳥
山
公
園
で
す
。

こ
こ
は
江
戸
時
代
か
ら
桜
の
名

勝
と
し
て
整
備
さ
れ
、
来
年
上

期
か
ら
市
場
に
出
回
る
予
定
の

新
万
円
札
の
肖
像
画
「
渋
沢
栄

一
」
が
長
ら
く
住
ん
で
い
た
場

所
で
名
所
旧
跡
が
多
々
あ
り
ま

す
。４

月
25
日
先
日
ま
で
夏
の
よ

う
な
気
温
が
続
き
ま
し
た
が
当

日
は
花
冷
え
を
感
じ
さ
せ
る
よ

う
な
中
、
13
名
の
参
加
者
が
王

子
駅
中
央
口
10
時
に
集
合
。
ま

ず
山
頂
へ
向
か
う
モ
ノ
レ
ー
ル

(

エ
ス
カ
ル
ゴ)

に
乗
車
。
山
頂

に
は
飛
鳥
山
の
碑
や
佐
久
間
象

山
の
桜
賦
な
ど
が
あ
り
、
飛
鳥

舞
台(

野
外
ス
テ
ー
ジ)

を
見
下

ろ
せ
、
案
内
に
従
っ
て
歩
く
と

「
紙
の
博
物
館
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
は
紙
専
門
の
博
物
館
で
、

紙
に
関
す
る
資
料
を
幅
広
く
収

集
し
保
存
・
展
示
し
て
い
る
の

を
見
て
、
紙
は
歴
史
を
刻
む
大

切
な
役
目
を
し
て
来
た
と
教
え

ら
れ
ま
し
た
。
隣
に
あ
る
建
物

が
「
北
区
飛
鳥
山
博
物
館
」
で

す
。
こ
こ
で
は
古
代
か
ら
の
北

区
の
歴
史
・
自
然
・
文
化
に
関

す
る
展
示
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
次
に
向
か
っ
た
の
が

「
渋
沢
史
料
館
」
で
す
。
こ
こ

に
は
渋
沢
栄
一
の
生
涯
と
多
方

面
に
わ
た
る
事
業
や
人
々
の
交

流
に
関
す
る
た
く
さ
ん
の
資
料

が
あ
り
、
近
代
日
本
の
経
済
社

会
の
基
礎
を
作
っ
た
偉
大
な
人

物
像
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
国
指
定
重
要
文
化

財
で
あ
る
「
晩
香
蘆
」
「
青
渕

文
庫
」
は
渋
沢
栄
一
の
喜
寿
と

傘
寿
の
お
祝
い
と
し
て
寄
贈
さ

れ
た
建
物
で
す
が
、
大
正
時
代

当
時
の
建
築
の
粋
を
感
じ
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。

王
子
神
社
へ
向
か
う
途
中
、

今
で
は
珍
し
く
な
っ
た
路
面
電

車(

都
電
荒
川
線)

を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
都
電
の
名
称

は
「
東
京
さ
く
ら
ト
ラ
ム
」
。

都
内
唯
一
の
都
電
で
三
ノ
輪
橋

～
早
稲
田
ま
で
運
行
し
て
い
て
、

沿
線
に
は
桜
や
バ
ラ
を
楽
し
む

２
０
２
１
年
２
月
１
日
の
ミ
ャ

ン
マ
ー
軍
の
ク
ー
デ
タ
ー
か
ら

２
年
３
ヶ
月
で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
団
体
の
調
査
で
犠

牲
者
は
３
５
１
９
人
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
国
内
で
は
物
価
が
上
昇
し

労
働
者
の
安
全
性
が
誰
よ
り
も

保
証
出
来
な
い
状
況
で
す
。
２

０
２
２
年
６
月
民
主
化
活
動
家

４
人
の
死
刑
が
実
行
さ
れ
ま
し

た
。
２
０
２
２
年
６
月
７
日
ジ

ミ
さ
ん
を
含
む
４
人
が
、
死
の

ス
ー
ツ
を
着
て
、
毎
日
の
健
康

診
断
の
た
め
に
２
つ
の
オ
レ
ン

ジ
色
の
シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ツ
を
履

き
ま
し
た
。
公
式
の
書
簡
に
よ

る
と
、
１
０
０
人
以
上
の
死
刑

囚
の
う
ち
、
訴
え
と
異
議
申
し

立
て
を
却
下
さ
れ
た
の
は
こ
の

４
人
だ
け
で
す
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
で
は
軍
評

議
会
が
支
配
し
た
場
所
は
ほ
ぼ

首
都
圏
と
か
大
き
な
企
業
と
か

中
国
国
境
の
近
く
で
す
。

軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
に
対
抗
し
、

２
０
２
１
年
４
月
16
日
に
連
邦

議
会
代
表
委
員
会
（
Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｈ
）

に
よ
っ
て
樹
立
さ
れ
た
内
閣
は

２
０
２
０
年
の
総
選
挙
で
選
出

さ
れ
た
国
民
民
主
連
盟
（
Ｎ
Ｌ

Ｄ
）
所
属
議
員
や
少
数
民
族
グ

ル
ー
プ
の
代
表
が
含
ま
れ
、
拘

束
中
で
あ
る
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー

チ
ー
国
家
顧
問
と
ウ
ィ
ン
ミ
ン

大
統
領
の
役
職
は
据
え
置
か
れ

ま
し
た
。
Ｎ
Ｕ
Ｇ
（
国
民
統
一

政
府
）
の
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん

ど
は
国
内
の
少
数
民
族
武
装
勢

力
の
支
配
地
域
で
身
を
隠
し
て

い
る
か
国
外
亡
命
中
で
す
。
２

０
２
１
年
５
月
５
日
、
Ｎ
Ｕ
Ｇ

は
軍
事
政
権
に
対
す
る
武
力
革

命
を
開
始
す
る
た
め
の
武
装
勢

力
と
し
て
「
国
民
防
衛
隊
（
Ｐ

Ｄ
Ｆ
）
」
の
結
成
を
発
表
し
ま

し
た
。
Ｎ
Ｕ
Ｇ
は
ミ
ャ
ン
マ
ー

国
土
の
５
割
以
上
を
勢
力
下
に

収
め
た
と
主
張
し
て
い
ま
す
が
、

実
態
は
不
明
で
外
国
か
ら
の
承

認
を
求
め
て
外
交
活
動
も
展
開

し
て
お
り
、
２
０
２
３
年
４
月

時
点
で
８
カ
国
に
代
表
事
務
所

を
置
き
（
日
本
、
イ
ギ
リ
ス
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
大
韓
民
国

な
ど
）
、
国
際
連
合
本
部
と
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
）
本
部
に
駐
在
員
を
派
遣

し
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
２
月
１
日
、
Ｎ

Ｕ
Ｇ
初
代
駐
日
代
表
ソ
ー
・
バ
・

フ
ラ
・
テ
イ
ン
氏
が
就
任
。
Ｆ

Ｗ
Ｕ
Ｂ
Ｃ
を
は
じ
め
在
日
ビ
ル

マ
人
達
は
諦
め
な
い
で
日
本
政

府
を
含
め
て
国
際
社
会
に
も
支

援
を
求
め
て
い
ま
す
。

ま
た
２
０
２
３
年
５
月
14
日

サ
イ
ク
ロ
ン-

モ
チ
ャ
で
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
西
側
の
４
０
０
人
以
上

が
亡
く
な
り
、
２
０
０
人
ぐ
ら

い
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
人
道
的
な
支
援
カ
ン
パ

も
必
要
で
す
。
日
本
の
仲
間
の

皆
さ
ん
の
支
援
を
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

埼玉

屋
外
交
流
会
を
開
催

小
泉
茂

事
務
局
長

晴
天
の
も
と
久
々
の
大
規

模
メ
ー
デ
ー
を
開
催

こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
私

も
一
度
乗
っ
て
み
た
く
な
り
ま

し
た
。

王
子
神
社
か
ら
音
無
親
水
公

園
を
通
っ
て
少
し
遅
め
の
昼
食

会
場
へ
到
着
で
す
。
昼
食
は
中

華
の
定
食
、
喉
を
潤
し
な
が
ら

久
し
ぶ
り
の
屋
外
交
流
会
に
話

の
輪
が
進
み
、
十
分
楽
し
め
た

交
流
会
に
な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
２
０
２
３
年
度
活
動
方
針
で
「
軍
事
独
裁

に
よ
り
基
本
的
人
権
や
、
労
働
基
本
権
が
抑
圧
さ
れ
て
い
る
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
民
主
的
労
働
運
動
を
支
援
す
る
」
と
の
方
針
を
提
起
し
て
い
ま
す
。

軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
後
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
情
勢
に
つ
い
て
、
在
日
ビ
ル
マ

市
民
労
働
組
合(

Ｆ
Ｗ
Ｕ
Ｂ
Ｃ)

の
ミ
ン
ス
イ
会
長
か
ら
報
告
を
頂
き
ま

し
た
。

Ｆ
Ｗ
Ｕ
Ｂ
Ｃ
は
２
０
０
２
年
に
設
立
し
、
在
日
ビ
ル
マ
人(

在
日
ミ
ャ

ン
マ
ー
人)

の
労
働
組
合
で
、
２
０
２
０
年
に
Ｊ
Ａ
Ｍ
に
正
式
加
盟
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
最
近
の
情
勢

在
日
ビ
ル
マ
人
は
諦
め
な
い


